
就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。こ
の
四
月
に
秋
葉
征
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
東
北
生
活
文
化
大
学
・
東
北
生
活
文
化
大

学
短
期
大
学
部
の
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
山
田
宗

慶
で
す
。伝
統
あ
る
大
学
・
短
大
の
学
長
を
拝
命
し
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
に
届
く
の
は
八
月
頃
と
思
い
ま
す

が
、七
月
初
め
ま
で
の
本
学
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
ず
、四
月
四
日
に
恒
例
の
入
学
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、

大
学
九
十
一
名
、短
大
一
〇
五
名
、編
入
学
三
名
、合
計
一

九
九
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。新
入
生
は
直
後
に

開
催
さ
れ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
、教
職
員
や

先
輩
学
生
達
か
ら
学
習
方
法
を
は
じ
め
本
学
で
の
様
々

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。本
学
と
し
て
は
新
入

生
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。以
後
、全
学
生
対
象
に
恒

例
の
防
災
避
難
訓
練
、体
育
祭
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
が
予
定
通
り
盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
、次
ペ
ー
ジ
以
降

に
も
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、平
成
二
十
五
年
度
に

新
設
さ
れ
た
短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
が
こ
の
三
月
に
最

初
の
卒
業
生
を
社
会
に
羽
ば
た
か
せ
ま
し
た
。栄
養
士

を
は
じ
め
と
し
て
就
職
率
は一
〇
〇
％
で
し
た
。ま
た
こ
の

三
月
実
施
の
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
の
結
果
が
最
近

発
表
さ
れ
本
学
は
合
格
率
八
十
九
％
と
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
学
生
達
と
指
導
教
員
の
努

力
が
実
っ
た
も
の
で
す
が
、保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

支
援
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。さ

ら
に
五
月
末
に
合
衆
国
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
の
教
員
と
学

生
計
七
名
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。平
成
二
十
三
年
の

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
本
学
の
教
員
と
の
交
流
が
始

ま
り
今
回
の
来
学
と
な
っ
た
も
の
で
す
。わ
が
国
の
自
然

災
害
と
そ
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
が
目
的
で
、浅
間
山
と

気
仙
沼
を
視
察
し
、本
学
を
訪
問
し
た
も
の
で
す
。私
か

ら
は
、四
年
前
の
”Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
作
戦 

“へ
の
感
謝

と
と
も
に
、一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
提
督
の
浦
賀
上
陸
を

き
っ
か
け
に
日
本
人
の
教
育
熱
が
目
覚
め
、一
九
〇
〇
年

の
本
学
園
の
創
立
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
合
衆
国
の
伝
統
大
学
の
教
育
・
研
究
の
幅

広
さ
と
厚
み
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
の
目
的
と
使
命
は
”わ
が
国
の
生
活
文
化
の
向
上

を
図
る
た
め
、学
術
の
中
心
と
し
て
、幅
広
い
教
養
を
授

け
る
と
と
も
に
、深
く
生
活
と
文
化
に
関
す
る
専
門
の

学
芸
を
教
授
研
究
し
、知
的
、道
徳
的
及
び
応
用
的
能

力
を
展
開
さ
せ
、社
会
に
貢
献
す
る
人
間
性
豊
か
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と 

“と
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
、教
養

教
育
と
専
門
教
育
の
双
方
に
力
を
入
れ
、教
育
の
形
態

と
し
て
は
授
業
、実
験
、実
習
、演
習
を
適
度
に
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
方
法
で
す
。我
が
国
で
は
や
や
も
す
る
と
実
験
、

実
習
、演
習
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、本
学
で

は
以
前
よ
り
複
数
教
員
の
指
導
に
よ
る
実
験
、実
習
、演

習
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。手
塩
に
か
け
る
方
法
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
幅
広
い
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
専

門
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。実

際
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
高
く
評
価
す
る
高
等
教
育
も
そ
の
よ

う
な
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
高
度
な
高
等
教
育
を
実

践
す
る
た
め
に
教
員
は
自
身
の
専
門
領
域
で
研
鑽
を
積

み
自
ら
の
専
門
性
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
、大
学
・
短
大
で
の
教
育
に
対
す
る
社
会
の
期
待

は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。教
育
の
中
心
で
あ
る

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、地
域
の
中
心
で
も
あ
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
に
多
数
の
幼
稚
園
教
諭
、保
育

士
、家
庭
科
教
員
、美
術
科
教
員
、管
理
栄
養
士
、栄
養

士
な
ど
を
送
り
出
し
て
い
る
本
学
は
地
域
の
中
心
と
し

て
の
資
格
は
十
分
で
す
。現
在
本
学
で
は
”地
域
の
暮
ら
し

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
む
大
学 

“を
標
榜
し
て
様
々
な

地
域
連
携
を
行
っ
て
お
り
、ワ
ク
ワ
ク
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
は
そ

の
代
表
の一つ
で
す
。ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
本
学
へ
の一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長   山田 宗慶
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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平成27年度 前期

む ね  よ し

  新規求人倍率は1.73倍（平成27年5月分）であり、このところの4年間は増加傾向にあります。ただし、企業収益を見るとそれほど伸びはなく、
景気もそれほど上がる状況にはない様子であるとのことです。
  さて、平成27年度卒業予定者の大学4年次生と短大2年次生から就職活動の開始時期が変更（後ろ倒し）になりました。 就職までの主な流
れは、3月から企業の広報活動が開始され、学生は業界・企業研究をして、エントリー（資料請求）し、エントリーシートを提出、8月からの選考試
験、そして10月から内定が出されることになります。
  しかし、現在の状況を見ますとすでに求人・求職活動は始まっています。8月1日からの選考は守れられず、すでに企業によっては早くから面接
等が始まっています。したがって内々定がここから始まっているとも云えます。 学生にとっては、大学の講義と就職活動、7・8月からは公務員試
験と民間企業の試験が同時期に実施されるなど、本当に多忙な状況が続きます。就職活動へのご理解・ご支援をよろしくお願いいたします。
  就職活動は、自己理解から始まります。自らの興味・関心、適性を知り、仕事・業界を選び、企業情報等を収集する。受験先を明確にした後、積
極的に多くの企業等にチャレンジして内定を得ることになります。就職支援センターはそのお手伝いをしています。積極的に本センターを活用
してください。

PHOTO ALBUM
（平成27年度前期）

桜の開花発表直後、晴天の下、大学・短大（編入

学生含む）計199名の新入生をお迎えし、平成27

年度入学式を挙行いたしました。新入生の皆さん、

おめでとうございます。

入学式

大庭清法人事務局長は、東北生活文化大学名誉教授の称号を
授与されました。大庭事務局長は、家政学科長、家政学部長、理
事、評議員などの要職を歴任され、現在も引き続き学園運営にお
いて尽力されております。

大庭清先生、名誉教授称号授与

「泉中央まつり（いず☆ちゅう祭）」の参加型ワークショップブースにおいて、今年も版画ゼミナールが「消しゴムはんこによるトートバッグづくり」を開設しました。

ワクワクぷろじぇくと
「いず☆ちゅう祭」

1年次の「キャリア開発Ⅰ」。この授業は、先輩学生が学習支援員（サポート）として加わっています。教室を回っている先生や先輩学生たちが、後輩たちにわかりやすく丁寧に説明してくれます。

健康栄養学専攻・キャリア開発Ⅰ この奨学金は三島学園独自の奨学制度で、修学意
欲が高く学業成績の優秀な在学生が大学・短大計
4名が選出され、交付式を行いました。

三島学園香風会奨学制度
在学生学業奨励金交付式

在学生たちが新入生に早く大学・短大に馴染んでもらおうと
企画している毎年恒例のイベントです。「クイズ」、「ミニファッ
ションショー」、「クラブ・サークル紹介」などなど盛りだくさん。

ウェルカムパーティー

生活美術学科が、長命館公園(泉区加茂)の「さくら祭り」において、桜の花びらが舞い散る中で、「福興しだるま絵付け」のワークショップを実施しました。

ワクワクぷろじぇくと「福興しだるま絵付け」

本学は学生専用の駐車スペースがあります。この交通
安全講話を受講し、任意保険加入を条件に、駐車許
可登録をすれば、自動車やバイクの通学も可能です。

交通安全講話

快晴の下、恒例の「構内清掃」を学生と教職員

で実施しました。皆さん、暑い中、ご協力ありがと

うございました。

構内清掃
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は
じ
め
に
ス
タ
ッ
フ
の
変
更
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。家
政
学
科

で
二
十
年
間
に
わ
た
り
教
育
・
研
究
・
学
科
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
大

庭
清
先
生
が
、四
月
に
学
園
の
事
務
局
長
に
就
任
さ
れ
、名
誉
教
授

に
な
ら
れ
ま
し
た
。大
庭
先
生
は
家
政
学
科
長
、家
政
学
部
長
、評

議
員
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、家
政
学
科
や
大
学
、短
期
大
学
部
の
発
展

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、家
政
学
科
の
新
し
い
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
、応
用
栄
養
学
分
野
の
授
業
を
担
当
さ
れ
る
川
俣
幸
一
先
生

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。川
俣
先
生
は
学
友
会
に
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
研
究

サ
ー
ク
ル
を
設
立
さ
れ
る
な
ど
、着
任
当
初
か
ら
意
欲
的
に
教
育
・
研

究
活
動
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、四
月
は
三
日
に
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、ガ
イ
ダ
ン
ス
や
ウ
ェ
ル

カ
ム
パ
ー
テ
ィ
、オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
が
続
い
た
後
、十
日
に
授

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。四
月
は
年
間
の
履
修
計
画
を
立
て
る
時
期

で
あ
り
、取
得
す
る
免
許
や
資
格
、こ
れ
ま
で
に
修
得
し
た
単
位
数
な

ど
に
応
じ
て
担
任
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
五
月
は
大
型
連
休
の
後
、集
中
し
て
授
業
や
実
習
に
臨
む
時
期
に

な
り
ま
す
。八
日
に
平
成
二
十
六
年
度
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の

合
格
発
表
が
あ
り
、本
学
健
康
栄
養
学
専
攻
は
合
格
率
八
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
好
成
績
を

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
六
月
は
二
十
日
に
今
年
度
一

回
目
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
、服
飾
文
化
専
攻
、

健
康
栄
養
学
専
攻
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
反
映
し
た
模
擬

授
業
と
体
験
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た（
写
真
）。在
学
生
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
サ
ポ
ー
ト
し
、本
学
の
特
色
の一つ
で
あ
る一
体
感
の
強
さ
が
高
校

生
た
ち
に
伝
わ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
十
月
の
大
学
祭
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
向
け
た
準
備
が
す
で
に
始

ま
っ
て
い
ま
す
。今
年
も
服
飾
文
化
専
攻
の
二
年
生
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
、全
体
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。夏
休
み
か
ら
リ
ハ
ー
サ
ル
が
本
格

的
に
行
わ
れ
ま
す
が
、そ
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
は
今
春
、平
成
二
十
二
年
度
に
導
入
し
た
コ
ー
ス

制
の
最
初
の
卒
業
生
を
送
り
出
す
と
と
も
に
、編
入
生
一
名
を
含
む

三
十
九
名
の
新
入
生
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。各
コ
ー
ス
は
、大
学
で
の

美
術
の
学
び
と
実
社
会
と
の
接
続
を
強
く
意
識
し
、社
会
の
各
分
野

で
貢
献
す
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
的
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。教
育
内
容
は
常
に
時
代
に
即
応
し
て
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま

す
が
、現
在
こ
の
コ
ー
ス
制
を
土
台
に
し
て
さ
ら
に
魅
力
あ
る
美
術
教

育
の
実
践
を
志
向
し
、将
来
に
向
け
て
新
た
な
構
想
を
検
討
し
て
い

る
最
中
で
す
。

　
さ
て
、今
年
度
上
半
期
を
振
り
返
り
ま
す
と
、四
月
に一年
次
対
象

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ（
写
真
上
）が
遠
刈
田
温
泉
で
、同
じ

く一年
次
対
象
の
研
修
旅
行（
美
術
特
別
講
義
と
し
て
実
施
）が
五
月

に
東
京
で
、夫
々
無
事
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。六
月
に
は
体
育
祭
が
晴

天
の
下
開
催
さ
れ
、普
段
の
授
業
と
は一味
違
っ
た
学
生
達
の一面
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。学
生
の
作
品
発
表
に
関
し
て
は
、例
年

と
同
じ
く
個
展
、グ
ル
ー
プ
展
、各
種
の
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
出
品
が
相
次

ぎ
ま
し
た
。中
で
も
六
月
下
旬
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｐ
で
開
催
さ
れ
た

「
と
っ
か
ゑ
ひ
っ
か
ゑ
す
り
替
ゑ
展
」（
写
真
下
）で
は
、森
教
授
と
他
の

教
員
や
卒
業
生
そ
し
て
在
学
生
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
作
品

が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、本
学
が
標
榜
す
る「
暮
ら
し
ワ
ク
ワ
ク
設
計

チ
ー
ム
」な
ら
で
は
の
展
覧
会
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、現
在
四
年

次
の
相
澤
郁
恵
さ
ん
の
本
学
を

舞
台
と
し
た
マ
ン
ガ
、「
モ
デ
ィ
リ

ア
ー
ニ
に
お
願
い
」の
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ

ク
増
刊
号
へ
の
連
載
も
、七
月
で

四
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
美
術
学
科
は
昭
和
四

十
年
の
創
設
以
来
、お
蔭
様
で

今
年
で
五
十
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。十
一月
二
十
日

か
ら
二
十
五
日
に
は
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
を
会
場
と
し
た
在
学

生
、卒
業
生
、教
員
に
よ
る
大
規
模
な
作
品
展
示
を
主
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、是
非
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。こ
の
場
を
借
り
て
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、平
成
二
十
七
年
三
月
十
五
日
に
食
物
栄

養
学
専
攻
か
ら
初
め
て
の
卒
業
生
三
十
七
名
を
送
り
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。三
十
一名
が
栄
養
士
の
免
許
を
取
得
し
、就
職
率
一〇
〇
％

を
達
成
し
ま
し
た
。子
ど
も
生
活
専
攻
は
七
年
間
連
続
し
て
就
職
率一

〇
〇
％
を
達
成
し
て
い
ま
す（
う
ち
五
名
は
公
務
員
）。ま
た
、食
物
栄

養
学
専
攻
の
卒
業
生
の
う
ち
二
名
が
大
学
家
政
学
科
健
康
栄
養
学

専
攻
三
年
次
に
編
入
し
、管
理
栄
養
士
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。栄
養
士
の
実
務
経
験
を
積
ん
で
か
ら
の
受
験
を
希
望
す
る
卒
業

生
も
い
て
、受
験
勉
強
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
四
月
、食
物
栄
養
学
専
攻
に
四
十
一
名
、子
ど
も

生
活
専
攻
に
六
十
四
名
、計
一
〇
五
名
が
入
学
し
、新
た
な
年
度
が

始
ま
り
ま
し
た
。
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食
物
栄
養
学
専
攻

　
今
年
度
前
期
の
主
な
行
事
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

〇
四
月
七
、八
日

　
一
年
生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
プ
、二
年
生
研
修
旅
行

（
花
巻
方
面
）

〇
六
月
十
三
日

　
体
育
祭

二
年
生
の
実
習

○
六
月
〜
十
月
　
校
外
実
習

　
小
学
校
、保
育
所
、自
衛
隊
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
給

食
管
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

○
八
月
下
旬
〜
九
月
中
旬（
予
定
）　
フ
ー
ド
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン

ト
演
習

　
株
式
会
社
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
、菓
匠
三
全
、セ
ン
ト
ジ
ェ
ー
ム
ズ

ク
ラ
ブ
迎
賓
館（
結
婚
式
場
）

　
栄
養
士
と
し
て
の
実
力
ア
ッ
プ
、就
職
試
験
・
編
入
試
験
対
策
に

有
効
な
栄
養
士
実
力
認
定
試
験（
十
二
月
）の
受
験
を
勧
め
、受
験

対
策
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
年
生
の
実
習

○
八
月
二
十
四
〜
二
十
八
日
　
施
設
見
学（
短
大
附
属
ま
す
み
保

育
園
）

○
九
月
十
五
、十
七
日
　
施
設
見
学（
仙
台
医
療
セ
ン
タ
ー
、セ
ン

ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
）

　二
年
生
の
実
習

〇
五
月
十
四
日
　
マ
ナ
ー
講
座

　
浅
野
純
子
先
生
を
招
き
、実
習
・
就
職
活
動
に
向
け
て
講
演
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
八
月
中
旬
〜
　
保
育
所
実
習
・
施
設
実
習

一
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生
の
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習
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・
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活
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術
学
科
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学
科
の
行
事

短
大
生
活
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化
学
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パ
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ン
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ャ
ン
プ
が
続
い
た
後
、十
日
に
授

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。四
月
は
年
間
の
履
修
計
画
を
立
て
る
時
期

で
あ
り
、取
得
す
る
免
許
や
資
格
、こ
れ
ま
で
に
修
得
し
た
単
位
数
な

ど
に
応
じ
て
担
任
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　
五
月
は
大
型
連
休
の
後
、集
中
し
て
授
業
や
実
習
に
臨
む
時
期
に

な
り
ま
す
。八
日
に
平
成
二
十
六
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管
理
栄
養
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験
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合
格
発
表
が
あ
り
、本
学
健
康
栄
養
学
専
攻
は
合
格
率
八
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
好
成
績
を

お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
六
月
は
二
十
日
に
今
年
度
一

回
目
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が

開
催
さ
れ
、服
飾
文
化
専
攻
、

健
康
栄
養
学
専
攻
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
反
映
し
た
模
擬

授
業
と
体
験
講
座
が
行
わ
れ

ま
し
た（
写
真
）。在
学
生
も
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
を
サ
ポ
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ト
し
、本
学
の
特
色
の一つ
で
あ
る一
体
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の
強
さ
が
高
校
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っ
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こ
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と
思
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ま
す
。

　
十
月
の
大
学
祭
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ッ
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ョ
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始

ま
っ
て
い
ま
す
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二
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デ
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サ
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を
務
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す
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本
格
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わ
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ぜ
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。
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迎
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台
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検
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。
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実
習

一
年
生
の
実
習

〇
六
月
二
十
六
・
二
十
九
日
　
幼
稚
園
・
保
育
所
見
学
実
習（
短

大
附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園
）、施
設
見
学
実
習（
丘
の
家
こ

ど
も
ホ
ー
ム
）

〇
九
月
一
〜
十
八
日
　
幼
稚
園
基
礎
実
習
Ⅰ（
短
大
附
属
ま
す
み

幼
稚
園
）

子
ど
も
生
活
専
攻

ワクワク
オープン
キャンパス
2 0 1 5

今後の
オープンキャンパス

第３回

第４回

第５回

８月９日㊐

９月19日㊏

３月26日㊏

１、２年生のための
オープンキャンパス

10月24日㊏
大学祭と同時開催

参加者の声

オープン
キャンパス
 2 0 1 5
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四
月
の
入
学
式
直
後
の一
泊
二
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
な
ど
な

ど
、ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、女
子
の
み
十
三
名
の
メ
ン
バ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
大
学
生
活
を
あ
わ
た
だ
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。資
格
取
得
に
関
し
て
は
、教
職
五
名
・
学
芸
員
四
名
・
衣
料
管
理
士
十

二
名
が
登
録
し
、頑
張
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。高
校
ま
で
と
は
様
々
な
面
で

異
な
る
環
境
に
放
り
込
ま
れ
た
恰
好
で
す
が
、概
し
て
み
な
よ
く
や
っ
て
い
る

と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
、ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
、こ
れ
か
ら
四
年
間

で
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
り
、個
々
人
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。青
春
の
多
感
な
時
期
を
担
任
と
し
て一緒
に
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
以

上
、こ
の
縁
を
大
切
に
担
任
と
し
て
の
自
分
を
個
々
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、個
々
人
の
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。尚
、六

月
の
後
援
会
総
会
に
は
、御
多
用
中
五
名
の
保
護
者
様
に
御
出
席
し
て
い
た

だ
き
、有
意
義
な
懇
談
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
か
り

し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
た
ち
は
、お
か
げ
さ
ま
で
、元
気
に
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。二
月
に
行
わ
れ
た
学
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
ス
タ
ッ

フ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー・
モ
デ
ル
と
し
て
ク
ラ
ス
の
殆
ど
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。十

月
の
大
学
祭
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
の
よ

う
な
課
外
活
動
か
ら
も
様
々
な
こ
と
を
学
び
、成
長
し
て
い
る
様
子
を
度
々
拝

見
し
ま
す
。入
学
時
の
思
い・
夢
を
忘
れ
ず
に
、今
後
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。そ
し
て
、全
員
が
三
年
次
に
進
級
で
き
る
よ
う
、引

き
続
き
指
導
い
た
し
ま
す
。

 

ま
た
、九
月
に
は
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
す
。今
後
の
学
習
や
職
業
選
択

に
活
か
せ
る
充
実
し
た
研
修
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
に
進
級
し
て
か
ら
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。授
業
で
は
ブ
ラ
ン
ド
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
で
山
形
の
染
色
加
工
企
業
で
の
研
修
が
あ
っ
た
り
、課
題

研
究
が
後
期
か
ら
始
ま
っ
た
り
、キ
ャ
リ
ア
開
発
で
就
活
の
準
備
を
し
た
り

と
、卒
業
を
見
据
え
た
よ
り
専
門
的
な
内
容
の
学
習
が
増
え
て
い
ま
す
。先

日
の
体
育
祭
で
は
女
子
た
ち
が
元
気
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
練
習
や
準
備
も
始
ま
っ
て
お
り
、そ
の
成
果
が
楽
し

み
で
す
。ま
た
教
員
全
員
で「
衣
料
管
理
士
」の
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

の
で
、今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。十

三
名
ひ
と
り
ひ
と
り
に
で
き
る
だ
け
目
を
配
り
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
四
年
生
に
な
り
早
い
も
の
で
三
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。現
在
、服
飾
文
化
専
攻
の
最
終
学
年
の
学
生
達
は
課
題
研
究
や
教
育
実

習
、そ
し
て
就
職
活
動
な
ど
を
通
し
て
、充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。中
で
も
特
に
、就
職
活
動
は
そ
ろ
そ
ろ
佳
境
に
入
り
学
生
達
の
悲
鳴
が
大

き
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。学
業
も
就
職
活
動
も
取
り
掛
か
り
と
決
断
力
、そ

し
て
行
動
の
早
さ
と
そ
の
後
の
対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。逸
早
く
実
行
し
た

学
生
達
の
中
か
ら
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
学
生
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
し
、現
在

も
自
身
の
可
能
性
を
信
じ
て
活
動
中
の
学
生
も
お
り
ま
す
。担
任
と
い
た
し

ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も
学
生
達
に
対
し
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
、そ
し
て
希
望
す
る
職
種
の
内
定
を
勝
ち
取
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
四
月
、男
子
十
一名
と
女
子
二
十
九
名
の
計
四
十
名
が
、お
そ
ら
く
不

安
と
期
待
を
抱
い
て
入
学
し
て
来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。あ
れ
か
ら
早
や
二
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
が
、今
現
在
の
ク
ラ
ス
の
様
子
を一言
二
言
で
申
し
上
げ
ま
す

と
、「
皆
仲
が
良
く
、団
結
力
が
強
い
ク
ラ
ス
」で
す
。そ
の
証
拠
に
、過
日（
六
月

十
三
日
）開
催
さ
れ
た『
体
育
祭
』の
ガ
チ
リ
レ
ー（
男
女
混
合
リ
レ
ー
）決
勝
で

は
ダ
ン
ト
ツ
の一位
に
、ま
た
他
の
種
目（
バ
レ
ー・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）の
勝

利
得
点
を
合
計
し
た
総
合
成
績
で
も「
総
合
優
勝
」す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皆
の
溌
剌
と
し
た
姿
を
見
る
に
つ
け
、今
後
共
に
”絆
強
い
ク
ラ
ス  

“で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
年
生
に
な
り
、授
業
科
目
も
専
門
分
野
の
講
義
、実
験
、実
習
が
多
く

な
り
、学
習
内
容
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。五
月
中
旬
か
ら
実
施
し
た
担

任
と
の
個
人
面
談
で
は
、毎
日
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、ア
ル
バ
イ

ト
で
帰
り
が
遅
く
な
る
際
は
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
注
意
す
る
よ
う
、指
導
い

た
し
ま
し
た
。六
月
の
体
育
祭
で
は
、女
子
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、ク
ラ
ス
は
ガ

チ
リ
レ
ー
で
共
に
二
位
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、実
行
委
員
と
し
て
活
躍
す
る

者
も
お
り
、頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
は
七
月
下
旬
か
ら
の
前
期
試
験
、後
期
の
家
政
特
別
講
義
の
学
外
研

修
な
ど
が
あ
り
ま
す
。健
康
面
に
気
を
付
け
て
、学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
生
は
、四
月
に
二
名
の
編
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、六
月
に
は
、十
三
名
が
校
外
実
習
に
臨
み
ま
す
。そ
の
た
め
、五
月
か

ら
実
習
準
備
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。一
週
間
と
い
う
短
い
実
習
で
す
が
、

現
場
で
は
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、学
事
や
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
中
心
的
存
在
に
な
り
ま

す
。授
業
の
課
題
の
他
に
負
担
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、様
々
な
経
験
を
重

ね
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
六
日
の
後
援
会
総
会
、懇
談
会
・
個
別
面
談
に
ご
参
加
い
た
だ
き
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。い
よ
い
よ
卒
業
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
様
子
と
し

て
、臨
地
実
習（
保
健
所
、保
健
セ
ン
タ
ー
や
病
院
）、家
庭
科
の
教
育
実
習
、

そ
し
て
就
職
活
動
と
学
外
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。学
生
と
実
習

や
就
職
の
話
し
を
す
る
と
、緊
張
し
な
が
ら
も
笑
顔
で「
頑
張
っ
て
く
る
」と
研

究
室
を
後
に
す
る
姿
を
み
て
四
年
間
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。一
方
、模
擬

試
験
の
結
果
を
見
る
と
国
家
試
験
に
向
け
て
は
、ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な

い
よ
う
で
す
。強
化
ク
ラ
ス
が
始
ま
り
、授
業
の
他
に
助
手
さ
ん
に一対
一で
勉
強

を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
も
ど
ん
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
確
認

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
、「
絵
を
描
い
た
り
す
る
の
が
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
」で「
色
や
形
に
興

味
が
あ
り
」「
将
来
そ
う
いっ
た
こ
と
を
活
か
し
た
仕
事
が
し
て
み
た
い
」と
い
う

若
者
が
入
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と一緒
に
多
く
の
美

術
ジ
ャ
ン
ル
が
学
べ
る
こ
と
で
、充
実
し
た
大
学
生
活
を
彼
ら
は
送
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
の
東
京
研
修
で
は
、美
術
館
・
博
物
館
で
名
品
を
鑑
賞
し
、感
性
を
磨

き
知
識
の
習
得
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。六
月
、体
育
祭
で
は
、ク
ラ
ス
単
位

で
種
目
別
の
競
技
と
応
援
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
六
月
の
後
援
会
総
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
ご
父
兄
の
方
に
は
、ク
ラ
ス
担
任

と
の
懇
談
、個
別
の
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
年
に
無
事
進
級
し
、専
門
科
目
が
大
幅
に
増
え
て
徐
々
に
自
ら
何
を
専

門
に
勉
強
し
て
ゆ
く
の
か
模
索
が
始
ま
っ
た
時
期
で
す
。体
育
祭
も
終
わ
り

あ
っ
と
い
う
間
に
夏
休
み
に
突
入
で
す
。学
生
た
ち
は
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
や
、

九
月
の
美
術
鑑
賞
旅
行
を
控
え
、そ
れ
ぞ
れ
準
備
や
計
画
を
練
っ
て
い
る
頃
か

と
思
わ
れ
ま
す
。グ
ル
ー
プ
展
等
に
も
出
品
す
る
学
生
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

学
友
会
活
動
や
、イ
ン
カ
レ
学
生
委
員
会
、様
々
な
学
校
行
事
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ゼ
ミ
活
動
に
も
参
加
す
る
学
生
が
増
え

大
学
構
成
員
の
中
心
と
し
て
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、調
和
の
取
れ
た
学
年
で

あ
り
ま
す
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
三
年
生
は
、各
人
面
談
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
決
め
ま

し
た
。デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ー
ス
十
二
名
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス
十
一名
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
コ
ー
ス一名
、ア
ー
ト
な
職
人
コ
ー
ス
七
名
で
し
た
。行
く
道
が
定
ま
れ
ば
覚

悟
も
決
ま
り
ま
す
。最
近
の
展
覧
会
を
挙
げ
る
と
、森
教
授
の
呼
び
か
け
で
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
で
は
、支
給
さ
れ
た
支
持
体
に
密
度
と
創
意
あ
る
表
現
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。晩
翠
画
廊
の
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
コ
ン
ペ
に
も
個
性
と
創
意
あ
ふ
れ

る
楽
し
い
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、コ
ン
ペ
な
ど
に
積
極
的
に
応
募
し

て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。今
後
の
各
自
の
進
路
に
向
け
て
、努
力
を
積
み
重
ね
て

い
く
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
内
に
就
職
試
験
最
終
面
接
を
体
験
し
た
学
生
が
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。企
業
の
採
用
時
期
が「
後
ろ
倒
し
」に
な
っ
た
今
期
の
こ
の
時
期
に
最

終
面
接
ま
で
残
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値
し
ま
す
。健
闘
を
讃
え
ま
す
。

　
個
人
戦
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
就
職
活
動
で
す
が
、学
生
達
に
は
団
体
戦

の一員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。リ
ー

ダ
ー
役
の
学
生
達
に
は
道
を
示
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
、頑
張
る
リ
ー
ダ
ー
達
を

見
て
奮
起
す
る
学
生
が
日
々
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。成
功
も
失
敗
も

仲
間
と
分
か
ち
合
い
、情
報
を
共
有
し
、皆
で
勝
ち
に
行
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
保
護
者
様
で
す
。ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
入
学
か
ら
三
ヶ
月
を
迎
え
た
食
物
栄
養
学
専
攻
一
年
生
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
皮
切
り
に
短
大
の
授
業
に
お
け
る
演
習
や
実
習
で
の
グ
ル
ー

プ
作
業
、そ
し
て
体
育
祭
を
経
て
、ク
ラ
ス
全
体
が
お
互
い
に
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
で
現
在
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。体
育
祭
で
は
、学
生
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
担
任
も
含
め
て
学
生
全
員
が
着
用
し
ま
し
た
。試
合
で
は
、

五
人
し
か
い
な
い
男
子
が
女
子
と
混
合
な
が
ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
勝
を
果

た
す
等
、ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
が一層
強
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。サ
ー
ク
ル
活

動
に
も
積
極
的
な
学
生
た
ち
で
す
が
、今
は
前
期
末
試
験
を
目
前
に
控
え
、

勉
強
に
よ
り
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
二
年
間
で
栄
養
士
免
許
を
取
得
し
た
い
」と
い
う
志
で
入
学
し
て
か
ら
、一

年
目
は
授
業
を
こ
な
す
こ
と
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
精
一
杯
の
様

子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、二
年
生
に
な
っ
て
三
ヶ
月
が
過
ぎ
た
現
在
は
、

卒
業
後
の
自
分
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
の
就
職
活
動
、免
許
取
得
の
た

め
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
校
外
実
習
へ
の
取
り
組
み
、学
ん
で
き
た
こ
と

を
活
用
し
て
の
地
域
連
携
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、ク
ラ
ス
中
で
お
互
い
を
刺
激

し
あ
い
な
が
ら
積
極
的
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
が
描
い
て
い
る
将
来
像
が
叶
う
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
が
蕾
の
頃
、保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
入
学
し
た一

年
生
で
し
た
。春
の
歌
を
み
ん
な
で
響
か
せ
た
頃
、桜
は
満
開
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。夢
に
向
か
っ
て一
歩
一
歩
努
力
し
て
近
付
く
実
感
と
学
園
の
自
然
と
共
に

過
ご
す
毎
日
が
学
生
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。六
月
の
体
育

祭
で
、全
力
を
尽
く
す
選
手
や一生
懸
命
仲
間
を
応
援
す
る
学
生
た
ち
は
、開

会
式
か
ら
閉
会
式
ま
で
、自
主
的
に
作
成
し
た
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
盛
り

上
げ
ま
し
た
。附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
見

学
実
習
、事
前
・
事
後
指
導
を
通
し
て
、受
動
的
な
学
び
か
ら
、能
動
的
に
学

ぶ
姿
勢
の
必
要
性
を
感
じ
始
め
た
学
生
の
気
持
ち
を
支
え
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。志
の
帆
を
高
く
掲
げ
、互
い
に
声
を
か
け
な
が
ら
育
っ
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
望
み
ま
す
。

　
四
月
二
十
日
、学
友
の
あ
ま
り
に
突
然
の
悲
報
に
接
し
、ク
ラ
ス一同
は
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。弔
辞
に
代
え
全
員
で
寄
せ
書
き
を
し
て
お
供
え
し
ま
し
た
。

悲
し
み
も
癒
え
な
い
さ
な
か
、保
育
実
習
に
向
け
て
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
よ

う
と
し
て
い
た
折
、今
度
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、実
習
を
延
期
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。担
任
は
度
重
な
る
状
況
に
ク
ラ
ス
の
皆
の
心
が
折
れ
は
し

ま
い
か
と
日
夜
大
変
心
配
い
た
し
ま
し
た
。し
か
し
、さ
す
が
若
者
で
す
。連
日

の
補
講
に
耐
え
、梅
雨
の
時
期
を
も
明
る
く
乗
り
越
え
、体
育
祭
で
は一致
団

結
、円
陣
を
組
ん
で
盛
り
上
が
り
昨
年
に
続
き
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
八
月
以
降
、保
育
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
実
習
に
六
週
間
、幼
稚

園
教
諭
免
許
状
取
得
の
教
育
実
習
に
四
週
間
を
、あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
励
ま
し
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。全
員
し
っ
か
り
資
格
を
取
得
し
、そ
ろ
っ
て
卒
業
の

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

TO H O K U  S E I K A T S U  B U N K A  U N I V E R S I T Y  &  J U N I O R  C O L L E G E

ク
ラ
ス
だ
よ
り

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

広報

（
平
成
二
十
七
年
度
前
期
）

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年
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四
月
の
入
学
式
直
後
の一
泊
二
日
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
な
ど
な

ど
、ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、女
子
の
み
十
三
名
の
メ
ン
バ
ー
は

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
っ
て
大
学
生
活
を
あ
わ
た
だ
し
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。資
格
取
得
に
関
し
て
は
、教
職
五
名
・
学
芸
員
四
名
・
衣
料
管
理
士
十

二
名
が
登
録
し
、頑
張
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。高
校
ま
で
と
は
様
々
な
面
で

異
な
る
環
境
に
放
り
込
ま
れ
た
恰
好
で
す
が
、概
し
て
み
な
よ
く
や
っ
て
い
る

と
見
受
け
ら
れ
ま
す
。た
だ
、ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
、こ
れ
か
ら
四
年
間

で
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
っ
た
り
、個
々
人
の
ド
ラ
マ
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。青
春
の
多
感
な
時
期
を
担
任
と
し
て一緒
に
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
以

上
、こ
の
縁
を
大
切
に
担
任
と
し
て
の
自
分
を
個
々
人
に
理
解
し
て
も
ら
い
な

が
ら
、個
々
人
の
縁
の
下
の
力
持
ち
に
な
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。尚
、六

月
の
後
援
会
総
会
に
は
、御
多
用
中
五
名
の
保
護
者
様
に
御
出
席
し
て
い
た

だ
き
、有
意
義
な
懇
談
の
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
場
を
お
か
り

し
て
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
服
飾
文
化
専
攻
二
年
生
た
ち
は
、お
か
げ
さ
ま
で
、元
気
に
充
実
し
た
学
生

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。二
月
に
行
わ
れ
た
学
外
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
ス
タ
ッ

フ
や
デ
ザ
イ
ナ
ー・
モ
デ
ル
と
し
て
ク
ラ
ス
の
殆
ど
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。十

月
の
大
学
祭
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。こ
の
よ

う
な
課
外
活
動
か
ら
も
様
々
な
こ
と
を
学
び
、成
長
し
て
い
る
様
子
を
度
々
拝

見
し
ま
す
。入
学
時
の
思
い・
夢
を
忘
れ
ず
に
、今
後
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。そ
し
て
、全
員
が
三
年
次
に
進
級
で
き
る
よ
う
、引

き
続
き
指
導
い
た
し
ま
す
。

 

ま
た
、九
月
に
は
研
修
旅
行
が
実
施
さ
れ
ま
す
。今
後
の
学
習
や
職
業
選
択

に
活
か
せ
る
充
実
し
た
研
修
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
三
年
生
に
進
級
し
て
か
ら
三
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。授
業
で
は
ブ
ラ
ン
ド
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
演
習
で
山
形
の
染
色
加
工
企
業
で
の
研
修
が
あ
っ
た
り
、課
題

研
究
が
後
期
か
ら
始
ま
っ
た
り
、キ
ャ
リ
ア
開
発
で
就
活
の
準
備
を
し
た
り

と
、卒
業
を
見
据
え
た
よ
り
専
門
的
な
内
容
の
学
習
が
増
え
て
い
ま
す
。先

日
の
体
育
祭
で
は
女
子
た
ち
が
元
気
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
練
習
や
準
備
も
始
ま
っ
て
お
り
、そ
の
成
果
が
楽
し

み
で
す
。ま
た
教
員
全
員
で「
衣
料
管
理
士
」の
資
格
取
得
を
支
援
し
ま
す

の
で
、今
後
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。十

三
名
ひ
と
り
ひ
と
り
に
で
き
る
だ
け
目
を
配
り
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
四
年
生
に
な
り
早
い
も
の
で
三
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま

す
。現
在
、服
飾
文
化
専
攻
の
最
終
学
年
の
学
生
達
は
課
題
研
究
や
教
育
実

習
、そ
し
て
就
職
活
動
な
ど
を
通
し
て
、充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま

す
。中
で
も
特
に
、就
職
活
動
は
そ
ろ
そ
ろ
佳
境
に
入
り
学
生
達
の
悲
鳴
が
大

き
く
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。学
業
も
就
職
活
動
も
取
り
掛
か
り
と
決
断
力
、そ

し
て
行
動
の
早
さ
と
そ
の
後
の
対
応
が
重
要
に
な
り
ま
す
。逸
早
く
実
行
し
た

学
生
達
の
中
か
ら
内
定
を
勝
ち
取
っ
た
学
生
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
し
、現
在

も
自
身
の
可
能
性
を
信
じ
て
活
動
中
の
学
生
も
お
り
ま
す
。担
任
と
い
た
し

ま
し
て
は
、こ
れ
か
ら
も
学
生
達
に
対
し
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
、そ
し
て
希
望
す
る
職
種
の
内
定
を
勝
ち
取
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
四
月
、男
子
十
一名
と
女
子
二
十
九
名
の
計
四
十
名
が
、お
そ
ら
く
不

安
と
期
待
を
抱
い
て
入
学
し
て
来
た
も
の
と
思
い
ま
す
。あ
れ
か
ら
早
や
二
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
が
、今
現
在
の
ク
ラ
ス
の
様
子
を一言
二
言
で
申
し
上
げ
ま
す

と
、「
皆
仲
が
良
く
、団
結
力
が
強
い
ク
ラ
ス
」で
す
。そ
の
証
拠
に
、過
日（
六
月

十
三
日
）開
催
さ
れ
た『
体
育
祭
』の
ガ
チ
リ
レ
ー（
男
女
混
合
リ
レ
ー
）決
勝
で

は
ダ
ン
ト
ツ
の一位
に
、ま
た
他
の
種
目（
バ
レ
ー・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）の
勝

利
得
点
を
合
計
し
た
総
合
成
績
で
も「
総
合
優
勝
」す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。皆
の
溌
剌
と
し
た
姿
を
見
る
に
つ
け
、今
後
共
に
”絆
強
い
ク
ラ
ス  

“で
あ
り

続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
二
年
生
に
な
り
、授
業
科
目
も
専
門
分
野
の
講
義
、実
験
、実
習
が
多
く

な
り
、学
習
内
容
も
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
ま
す
。五
月
中
旬
か
ら
実
施
し
た
担

任
と
の
個
人
面
談
で
は
、毎
日
勉
強
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、ア
ル
バ
イ

ト
で
帰
り
が
遅
く
な
る
際
は
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
等
に
注
意
す
る
よ
う
、指
導
い

た
し
ま
し
た
。六
月
の
体
育
祭
で
は
、女
子
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、ク
ラ
ス
は
ガ

チ
リ
レ
ー
で
共
に
二
位
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、実
行
委
員
と
し
て
活
躍
す
る

者
も
お
り
、頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
は
七
月
下
旬
か
ら
の
前
期
試
験
、後
期
の
家
政
特
別
講
義
の
学
外
研

修
な
ど
が
あ
り
ま
す
。健
康
面
に
気
を
付
け
て
、学
生
生
活
を
送
っ
て
ほ
し
い

と
願
い
ま
す
。

　
健
康
栄
養
学
専
攻
三
年
生
は
、四
月
に
二
名
の
編
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、六
月
に
は
、十
三
名
が
校
外
実
習
に
臨
み
ま
す
。そ
の
た
め
、五
月
か

ら
実
習
準
備
を
始
め
て
い
る
よ
う
で
し
た
。一
週
間
と
い
う
短
い
実
習
で
す
が
、

現
場
で
は
何
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、学
事
や
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
中
心
的
存
在
に
な
り
ま

す
。授
業
の
課
題
の
他
に
負
担
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
が
、様
々
な
経
験
を
重

ね
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
六
月
六
日
の
後
援
会
総
会
、懇
談
会
・
個
別
面
談
に
ご
参
加
い
た
だ
き
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。い
よ
い
よ
卒
業
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。ク
ラ
ス
の
様
子
と
し

て
、臨
地
実
習（
保
健
所
、保
健
セ
ン
タ
ー
や
病
院
）、家
庭
科
の
教
育
実
習
、

そ
し
て
就
職
活
動
と
学
外
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。学
生
と
実
習

や
就
職
の
話
し
を
す
る
と
、緊
張
し
な
が
ら
も
笑
顔
で「
頑
張
っ
て
く
る
」と
研

究
室
を
後
に
す
る
姿
を
み
て
四
年
間
の
成
長
を
感
じ
て
い
ま
す
。一
方
、模
擬

試
験
の
結
果
を
見
る
と
国
家
試
験
に
向
け
て
は
、ま
だ
ま
だ
努
力
が
足
り
な

い
よ
う
で
す
。強
化
ク
ラ
ス
が
始
ま
り
、授
業
の
他
に
助
手
さ
ん
に一対
一で
勉
強

を
教
わ
っ
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
も
ど
ん
な
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
確
認

し
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　
今
年
も
、「
絵
を
描
い
た
り
す
る
の
が
小
さ
い
頃
か
ら
好
き
」で「
色
や
形
に
興

味
が
あ
り
」「
将
来
そ
う
いっ
た
こ
と
を
活
か
し
た
仕
事
が
し
て
み
た
い
」と
い
う

若
者
が
入
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。同
じ
目
標
を
持
つ
仲
間
と一緒
に
多
く
の
美

術
ジ
ャ
ン
ル
が
学
べ
る
こ
と
で
、充
実
し
た
大
学
生
活
を
彼
ら
は
送
っ
て
い
ま
す
。

　
五
月
の
東
京
研
修
で
は
、美
術
館
・
博
物
館
で
名
品
を
鑑
賞
し
、感
性
を
磨

き
知
識
の
習
得
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。六
月
、体
育
祭
で
は
、ク
ラ
ス
単
位

で
種
目
別
の
競
技
と
応
援
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
六
月
の
後
援
会
総
会
に
参
加
い
た
だ
い
た
ご
父
兄
の
方
に
は
、ク
ラ
ス
担
任

と
の
懇
談
、個
別
の
面
談
を
行
い
ま
し
た
。

　
二
年
に
無
事
進
級
し
、専
門
科
目
が
大
幅
に
増
え
て
徐
々
に
自
ら
何
を
専

門
に
勉
強
し
て
ゆ
く
の
か
模
索
が
始
ま
っ
た
時
期
で
す
。体
育
祭
も
終
わ
り

あ
っ
と
い
う
間
に
夏
休
み
に
突
入
で
す
。学
生
た
ち
は
学
科
内
コ
ン
ク
ー
ル
や
、

九
月
の
美
術
鑑
賞
旅
行
を
控
え
、そ
れ
ぞ
れ
準
備
や
計
画
を
練
っ
て
い
る
頃
か

と
思
わ
れ
ま
す
。グ
ル
ー
プ
展
等
に
も
出
品
す
る
学
生
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

学
友
会
活
動
や
、イ
ン
カ
レ
学
生
委
員
会
、様
々
な
学
校
行
事
の
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
中
心
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ゼ
ミ
活
動
に
も
参
加
す
る
学
生
が
増
え

大
学
構
成
員
の
中
心
と
し
て
人
数
は
少
な
い
で
す
が
、調
和
の
取
れ
た
学
年
で

あ
り
ま
す
の
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
生
活
美
術
学
科
三
年
生
は
、各
人
面
談
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
を
決
め
ま

し
た
。デ
ザ
イ
ナ
ー
コ
ー
ス
十
二
名
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
コ
ー
ス
十
一名
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
コ
ー
ス一名
、ア
ー
ト
な
職
人
コ
ー
ス
七
名
で
し
た
。行
く
道
が
定
ま
れ
ば
覚

悟
も
決
ま
り
ま
す
。最
近
の
展
覧
会
を
挙
げ
る
と
、森
教
授
の
呼
び
か
け
で
開

催
さ
れ
た
展
覧
会
で
は
、支
給
さ
れ
た
支
持
体
に
密
度
と
創
意
あ
る
表
現
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。晩
翠
画
廊
の
ワ
イ
ン
ラ
ベ
ル
コ
ン
ペ
に
も
個
性
と
創
意
あ
ふ
れ

る
楽
し
い
作
品
を
出
品
し
て
い
ま
し
た
。ま
た
、コ
ン
ペ
な
ど
に
積
極
的
に
応
募
し

て
い
る
学
生
も
い
ま
す
。今
後
の
各
自
の
進
路
に
向
け
て
、努
力
を
積
み
重
ね
て

い
く
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ス
内
に
就
職
試
験
最
終
面
接
を
体
験
し
た
学
生
が
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。企
業
の
採
用
時
期
が「
後
ろ
倒
し
」に
な
っ
た
今
期
の
こ
の
時
期
に
最

終
面
接
ま
で
残
れ
た
こ
と
は
評
価
に
値
し
ま
す
。健
闘
を
讃
え
ま
す
。

　
個
人
戦
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
就
職
活
動
で
す
が
、学
生
達
に
は
団
体
戦

の一員
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。リ
ー

ダ
ー
役
の
学
生
達
に
は
道
を
示
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
、頑
張
る
リ
ー
ダ
ー
達
を

見
て
奮
起
す
る
学
生
が
日
々
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。成
功
も
失
敗
も

仲
間
と
分
か
ち
合
い
、情
報
を
共
有
し
、皆
で
勝
ち
に
行
く
つ
も
り
で
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
保
護
者
様
で
す
。ご
声
援
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
入
学
か
ら
三
ヶ
月
を
迎
え
た
食
物
栄
養
学
専
攻
一
年
生
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
を
皮
切
り
に
短
大
の
授
業
に
お
け
る
演
習
や
実
習
で
の
グ
ル
ー

プ
作
業
、そ
し
て
体
育
祭
を
経
て
、ク
ラ
ス
全
体
が
お
互
い
に
打
ち
解
け
た
雰

囲
気
で
現
在
勉
学
に
励
ん
で
い
ま
す
。体
育
祭
で
は
、学
生
デ
ザ
イ
ン
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
担
任
も
含
め
て
学
生
全
員
が
着
用
し
ま
し
た
。試
合
で
は
、

五
人
し
か
い
な
い
男
子
が
女
子
と
混
合
な
が
ら
も
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
優
勝
を
果

た
す
等
、ク
ラ
ス
の
ま
と
ま
り
が一層
強
ま
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。サ
ー
ク
ル
活

動
に
も
積
極
的
な
学
生
た
ち
で
す
が
、今
は
前
期
末
試
験
を
目
前
に
控
え
、

勉
強
に
よ
り
力
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　「
二
年
間
で
栄
養
士
免
許
を
取
得
し
た
い
」と
い
う
志
で
入
学
し
て
か
ら
、一

年
目
は
授
業
を
こ
な
す
こ
と
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
精
一
杯
の
様

子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。し
か
し
、二
年
生
に
な
っ
て
三
ヶ
月
が
過
ぎ
た
現
在
は
、

卒
業
後
の
自
分
の
あ
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
の
就
職
活
動
、免
許
取
得
の
た

め
に
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
校
外
実
習
へ
の
取
り
組
み
、学
ん
で
き
た
こ
と

を
活
用
し
て
の
地
域
連
携
活
動
へ
の
参
加
な
ど
、ク
ラ
ス
中
で
お
互
い
を
刺
激

し
あ
い
な
が
ら
積
極
的
に
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
が
描
い
て
い
る
将
来
像
が
叶
う
よ
う
に
と
願
い
な
が
ら
、支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
桜
が
蕾
の
頃
、保
育
士
や
幼
稚
園
教
諭
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
入
学
し
た一

年
生
で
し
た
。春
の
歌
を
み
ん
な
で
響
か
せ
た
頃
、桜
は
満
開
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。夢
に
向
か
っ
て一
歩
一
歩
努
力
し
て
近
付
く
実
感
と
学
園
の
自
然
と
共
に

過
ご
す
毎
日
が
学
生
た
ち
の
心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。六
月
の
体
育

祭
で
、全
力
を
尽
く
す
選
手
や一生
懸
命
仲
間
を
応
援
す
る
学
生
た
ち
は
、開

会
式
か
ら
閉
会
式
ま
で
、自
主
的
に
作
成
し
た
ク
ラ
ス
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
盛
り

上
げ
ま
し
た
。附
属
ま
す
み
幼
稚
園
・
保
育
園
や
児
童
福
祉
施
設
な
ど
の
見

学
実
習
、事
前
・
事
後
指
導
を
通
し
て
、受
動
的
な
学
び
か
ら
、能
動
的
に
学

ぶ
姿
勢
の
必
要
性
を
感
じ
始
め
た
学
生
の
気
持
ち
を
支
え
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。志
の
帆
を
高
く
掲
げ
、互
い
に
声
を
か
け
な
が
ら
育
っ
て
い
く
こ
と
を
心

か
ら
望
み
ま
す
。

　
四
月
二
十
日
、学
友
の
あ
ま
り
に
突
然
の
悲
報
に
接
し
、ク
ラ
ス一同
は
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。弔
辞
に
代
え
全
員
で
寄
せ
書
き
を
し
て
お
供
え
し
ま
し
た
。

悲
し
み
も
癒
え
な
い
さ
な
か
、保
育
実
習
に
向
け
て
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
よ

う
と
し
て
い
た
折
、今
度
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、実
習
を
延
期
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
し
た
。担
任
は
度
重
な
る
状
況
に
ク
ラ
ス
の
皆
の
心
が
折
れ
は
し

ま
い
か
と
日
夜
大
変
心
配
い
た
し
ま
し
た
。し
か
し
、さ
す
が
若
者
で
す
。連
日

の
補
講
に
耐
え
、梅
雨
の
時
期
を
も
明
る
く
乗
り
越
え
、体
育
祭
で
は一致
団

結
、円
陣
を
組
ん
で
盛
り
上
が
り
昨
年
に
続
き
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
八
月
以
降
、保
育
士
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
実
習
に
六
週
間
、幼
稚

園
教
諭
免
許
状
取
得
の
教
育
実
習
に
四
週
間
を
、あ
ま
り
間
を
お
か
ず
に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、保
護
者
の
皆
様
か
ら
も
励
ま
し
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。全
員
し
っ
か
り
資
格
を
取
得
し
、そ
ろ
っ
て
卒
業
の

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
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ク
ラ
ス
だ
よ
り

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　1
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　2
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　3
年

大
学
服
飾
文
化
専
攻

　4
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　1
年

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　1
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　2
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　3
年

大
学
生
活
美
術
学
科

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　1
年

広報

（
平
成
二
十
七
年
度
前
期
）

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　1
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　2
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　3
年

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻

　4
年

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻

　2
年
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私 の 研 究

広報

　「あなたの専門は？」と聞かれれば、スポーツ栄養学であると私は回答し
ているが、国内におけるスポーツ栄養の歴史は非常に新しい。少しだけス
ポーツ栄養のトリビアを述べさせていただきたい。
　1984年のロサンゼルスオリンピックの際に、米国のカール・ルイスが栄
養士を帯同させてグラウンドにやって来た事をきっかけに、日本でもスポーツ
栄養の概念が知られるようになった。その5年後の1989年に、今でも米国
でバイブル的な教科書となっているナンシー・クラーク氏によるスポーツ栄
養ガイドブックが出版された（この日本語の翻訳書は1998年に発売され
た）。2001年には国立スポーツ科学センターに栄養サポートグループが
誕生し、2009年には日本体育協会と日本栄養士会が共認定する公認ス
ポーツ栄養士の1期生が誕生した。何を申し上げたいかと言うと、スポーツ
栄養はまだ20-30年の新しい学問であり、その圧倒的な知名度の反面、
整っているのは体制だけであり、学術的なエビデンスが全く足りていないと
言う事である。これは困ったもので米国で上手にいった事例も、日本人に当
てはめようとするとうまくいかなくなるケースも多い。
　私のライフワークは、国内におけるスポーツ栄養のエビデンスを高める事
である。これまでにも、自転車ロード選手、高校運動部生、運動エリート高齢
者などを対象に栄養サポートの成果を論文にしてきた。他にもスポーツ飲料
やアスリート弁当、スポーツ栄養教育に関する論文も発表している。それら
が評価されたのかは不明であるが、2012年より日本スポーツ栄養学会の
委員を務めさせていただいている。責任を感じながら、後進の就職先の開
拓には心を砕く日々である。
　最後になるがスポーツ栄養は現場の栄養学であり、私の研究は現場の
栄養士が読み物として学べるものでなくてはならないと考えている。学生に
は「現場のスポーツ栄養士が参考にしてくれるような卒業研究をしよう」と話
しかけている所である。

　現在、「栄養教育」を中心に講義を行っていますが、大学院で研究してい
た内容は少し異なります。自身の研究を振り返りながら、現在研究している
ことについてお話したいと思います。
　そもそも、大学院で「食品化学研究室」に所属したきっかけは、献立作成
の際に「食物繊維がなかなか上がらない」という悩みを救ってくれた食材
「キノコ」を研究しようと思ったことです。テーマは、キノコに含まれる血圧上昇
を抑制する成分の研究でした。数種類の乾燥キノコの粉末から血圧上昇を
抑制する反応は有るのか調べ、その反応が強いキノコについて、どんな物
質が関係しているのか調べる研究をしていました。約5kgのキノコ粉末と
70％アルコールを45Lのポリバケツにいれ、よく混ぜ、キノコから溶けだした
液から最終的に（確か23mg）結晶を採取したときにはとても感動しました。そ
して、その物質があっさりと既知物質「ニコチアナミン」であったときの「な～ん
だ」と拍子抜けした感じは今でも忘れられません。その後、植物性食品に含ま
れる「ニコチアナミン」について、豆類や野菜などを中心に調べていました。
　研究と並行して、他の短期大学で助手として実験のサポートや非常勤
講師として応用栄養学や食品学の講義を行っていました。その時に、学生
にどのように教えればよいのか悩み、コーチングの勉強を行いました。コーチ
ングの質問を行いながら、対象者に考えてもらう、「答えは対象者の中にあ
る」という考え方は、栄養教育論や特定健診・保健指導にも取り上げられ、
勉強していたことが偶然つながった形になります。
　現在は、栄養教育論で扱う「行動変容」について、研究を行っています。
類似分野である行動経済学で取り上げられている「ナッジ」という考え方を
実際に行えないか検討中です。どんなものかというと「健康行動を意識的
に取り組むのではなく、無為意識に行動していたら、それが健康につながっ
ていた」というものがあるのかどうか・・・。この取り組みから、将来的には「面
白いと遊んでいたら、知識が身について、国家試験に合格していた」かと思
いますが、そこまでうまくいくのかは未知数です。

　みなさん、ジェーン・オースティン(1775-1817)という英国の小説家を
ご存じでしょうか。日本ではあまり馴染みがないという方が多いかもしれませ
んが、“Janeite(ジェーン・オースティンの讃美者)”という言葉もあるほど
人気があり、シェークスピアにも比せられる作家です。少し前に彼女の代表
作『プライドと偏見』が映画化され、日本でも広く上映されたことからご存知
の方もいらっしゃるかもしれません。
　私は英文学を専攻し、主にこのオースティンの小説について研究してき
ました。彼女の作風は、不治の病や出自の秘密を背負った登場人物、奇想
天外な筋の展開といったものはなく、日常生活の中に写実的に人間性を
写し出し、ユーモアと風刺をたたえているのが特徴です。女性が何を行う
にしても、現在よりも多くの制約があった当時の家父長社会において、いか
に女性作家が物を書いているか、といった女性と社会の問題に焦点を当
てて研究しています。また、明治の文豪・夏目漱石(1867-1916)は、
元々英文学者であったことをご存じでしょうか。漱石はオースティンを「写実
の泰斗」と賞賛し、彼女の小説を「則天去私」の作品であると高く評価して
いました。そこで私は英文学者と作家の二つの側面から漱石を考察し、
オースティン作品との比較研究も行っております。
　一般教養科目の一つとして英語を教える普段の授業の中では、このよう
な文学に直接触れる機会はありませんが、英国の生活文化を扱った教材
等を用いることで、英語の勉強と同時に異文化理解を深めて欲しいと思っ
ています。

　私の専門分野は「障害者福祉」で、中でも「障害者に対する差別・偏見
の払拭」をテーマとして20年以上研究を続けています。「障害者処遇の問
題」については、古くは『古事記』や『日本書紀』にもそのような記述が見られ
ます。また、新しいところで、『障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（障害者差別解消法）』の制定（2016年4月施行予定）といった障害
者差別を社会問題として払拭しようとする社会的動向に見られるように、この
テーマは古くて新しい問題として「障害者福祉」の重要課題の一つとして位
置付けられています。ここで私が着目しているのは、「優生学」という学問の
存在です。「優生学」とは、簡単に説明すると「人類を遺伝学的によりよく改
良しようとする学問」で、戦前において国際的に広く学ばれました。この考え
方は、やがて「悪質な遺伝子を持つ者」を人工的に淘汰していこうとする社
会的な動きにつながっていき、1940（昭和15）年に「国民優生法」の制定
となりました。この法の下に、「障害者」は「悪質遺伝者」として国家に断種さ
れることとなったのです。その後、「国民優生法」は、「優生保護法」と改正さ
れ、1996（平成8）年まで日本で施行されていました。その法の前文には
「優生上の見地から不良な子孫の出生を防止する」と謳われていたので
す。これは、1980年代の「障害者福祉」の理念でもある「ノーマライゼー
ション」（障害のある人もない人も社会の中で平等に権利を守られながら生
きていくことが普通の社会であるといった考え方）とは対極にある思想である
といえます。このように「障害者に対する差別・偏見」は、国家及び国民の思
想などに深く根ざした問題であり、どのように「きれいな」スローガンを掲げて
も、一人一人が「自分の中に差別的な意識はないのか」と常に自問自答す
るような高い意識を持つことなしに解決は難しいと考えています。

大学家政学科 准教授

専門分野：スポーツ栄養学
主な担当科目：応用栄養学、応用栄養学実習、栄養管理論

川 俣  幸 一
大学家政学科 講師

専門分野：栄養教育・食品学
主な担当科目：栄養教育論、栄養指導論、学校栄養指導論、
　　　　　　 食生活論、食品学総論

伊 澤  華 子

短大生活文化学科 准教授

専門分野：英文学
主な担当科目：英語、英語Ⅰ、英語Ⅱ

佐 藤  恵
短大生活文化学科 講師

専門分野：社会福祉・障害児教育
主な担当科目：社会福祉論、社会的養護内容、家庭援助論、
　　　　　　 相談援助、保育相談支援、乳児保育など

大 瀬 戸  美 紀

　本
学
は
、合
衆
国
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
に
あ
る
ト

リ
ニ
テ
ィ
大
学
と
以
前
よ
り
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。特
に
三・一一
東
日
本
大
震
災
発
生
直

後
、ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
の
学
生
さ
ん
、先
生
方
か
ら

心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
だ
た
き
、学
生
た
ち
も

感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
し
た
。

　さ
て
、五
月
下
旬
に
、そ
の
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
の

学
生
五
名
、教
員
二
名
が
、「
日
本
に
お
け
る
震

災・過
去
と
現
在
」と
い
う
テ
ー
マ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
来
日
し
、そ
の一
環
と
し
て
、本
学
を
表

敬
訪
問
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。

　当
日
は
、河
北
新
報
記
者
の
方
の「
震
災
後
」

と
題
す
る
講
演
や
学
友
会
の
有
志
十
数
名
が
参

加
し
て
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
歓
談
の
ひ
と
と

き
を
持
ち
ま
し
た
。学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
、有
意

義
な
交
流
で
あ
り
、喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　六
月
六
日（
土
）、午
前
十
時
か
ら
大
学・短
大
後
援
会
の
役
員
会
が
百
周

年
記
念
棟
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
、決

算
、監
査
報
告
、本
年
度
の
事
業
計
画
案
、予
算
案
、役
員
人
事
案
が
、事
務

局
提
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
会
場
を
百
周
年
記
念
ホ
ー
ル
に

移
し
て
午
前
十
一時
か
ら
定
例
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。教
職
員
を
含
む
出

席
者
数
一三
七
人
、委
任
状
三
〇
三
通
で
し
た
。議
事
の
前
に
、山
田
宗
慶
学
長

か
ら
本
学
の
教
育
方
針
及
び
特
色
と
学
生
た
ち
の
学
習
や
諸
活
動
に
つ
い
て
の

説
明
を
兼
ね
た
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。総
会
に
お
い
て
も
事
務
局
提
案
の
議
事

は
、原
案
通
り
に
承
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
の
最
後
に
、長
年
に
渡
り
後
援
会
の
会
計

監
査
を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
相
原
進
監
事

が
こ
の
総
会
を
も
っ
て
退
任
と
な
り
、会
長
か
ら

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
後
、ホ
ー
ル
で
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
の「
就

職
活
動
と
保
護
者
の
支
援
」と
題
す
る
講
話
が

あ
り
、就
活
サ
イ
ト
の
活
用
か
ら
就
職
活
動
の
取

組
み
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　午
後
一時
か
ら
学
科・専
攻
別
懇
談
会
に
移
り
、そ
の
後
担
任
と
の
個
別
面

談
会
を
実
施
し
ま
し
た
。学
科・専
攻
別
懇
談
会
で
は
、学
習
や
実
習
の
状
況・

学
友
会
活
動
や
学
生
生
活
の
状
況・卒
業
生
の
進
路
状
況
と
今
後
の
就
職
状

況
な
ど
に
つ
い
て
先
生
方
か
ら
の
報
告
が
あ
り
、学
科
に
よ
っ
て
は
学
年
ご
と
の

合
同
懇
談
会
を
行
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。個
別
面
談
会
に
は
、夫
婦
で

出
席
し
た
方
や
、県
外
か
ら
出
席
し
た
方
な
ど
も
い
て
、有
意
義
な
情
報
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　六
月
十
三
日（
土
）、好
天
の
下
、今
年

度
最
初
の
学
友
会
恒
例
行
事
、体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。前
日
の
雨
で
心
配
さ

れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
リ
レ
ー

が
行
わ
れ
る
午
後
に
は
す
っ
か
り
回
復
し
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
滞
り
な
く
進
行
し
ま
し
た
。

　競
技
種
目
は
室
内
競
技
が
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、玉
入
れ
、屋
外
競

技
は
リ
レ
ー
で
、大
学・短
大
の
専
攻
の
対

戦
形
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。球
技
で
は
白

熱
し
た
試
合
が
続
く
中
、選
手
達
の
普

段
の
生
活
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
勇

姿
に
、フ
ァ
ン
が
急
増
し
た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。最
後
は
屋
外
で
、「
ガ
チ
リ

レ
ー
」。文
字
通
り
専
攻
対
抗
本
気
モ
ー

ド
の
リ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
の
眩
し
い
日
差
し
の
中
、全
力
疾
走

す
る
選
手
達
に
熱
い（
黄
色
い
？
）声
援

が
と
び
、体
育
祭
の
締
め
く
く
り
を
飾
る

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　競
技
は
終
了
予
定
時
間
内
に
す
べ
て

終
了
し
、そ
の
後
は
後
夜
祭
に
突
入
。こ

こ
で
も
多
い
に
盛
り
上
が
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。す
べ
て
の
イ
ベ
ン

ト
は
午
後
七
時
過
ぎ
に
終
了
し
ま
し
た
。一日
を
通
し
て
大
き
な
事
故
も
な
く

有
終
の
美
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、実
行
委
員
の
学
生
諸
君
の
努
力
と
、

教
職
員・参
加
学
生
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
賜
物
と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う
。み
な
さ

ん
、有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
競
技
の
優
勝
チ
ー
ム 

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子…

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
一年

　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子…

短
大
子
ど
も
生
活
専
攻
二
年

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子…

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
一年

　バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子…

短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
二
年

　玉
入
れ…

大
学
服
飾
文
化
専
攻
四
年

　リ
レ
ー…

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
一年

　総
合
優
勝…

大
学
健
康
栄
養
学
専
攻
一年

　六
月
一日
よ
り
高
等
学
校
事
務
室
よ
り
異

動
し
て
参
り
ま
し
た
高
橋
で
す
。

　主
な
職
務
は
奨
学
金
や
学
研
災・学
研
賠

の
保
険
の
手
続
き
、学
友
会
の
行
事
で
体
育

祭
や
大
学
祭
、ま
た
サ
ー
ク
ル
活
動
、フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
等
の
活
動
支
援
に
関
す
る
も
の
で
す
。

　窓
口
で
は
、学
生
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
、丁
寧
に
説
明
す
る
よ
う
に
心
が

け
て
お
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
学
生
生
活
を
様
々
な
角
度
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
、よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、日
々
勉
強
中
で
す
。

　趣
味
は
キ
ャ
ン
プ
と
登
山
で
す
。

ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
の
学
生
・
教
員
が
来
学

大
学
・
短
大
後
援
会
総
会

事
務
職
員
紹
介

体
育
祭

人 事 異 動

大学・短大学長

大学・短大入試課長

大学・短大学生課長

大学事務補佐

法人（短大）会計課

秋葉 征夫

荒　伸二

黒川 利司（平成27年4月30日）

大江 寿枝

伊藤 浩平（平成27年2月28日）

退職の教職員

異 動
大学・短大入試課長

大学・短大学生課

大学・短大図書館

高校事務

法人（短大）会計課

新任の教職員
大学・短大学長

大学准教授

大学・短大学生課長

大学・短大学生募集担当課長

法人（短大）会計課

山田 宗慶

川俣 幸一

岡部 正利

小野寺 洋征

三浦 喜史（平成27年5月1日）

遠藤 保博（大学・短大学生募集担当課長）

髙橋 絹枝（高校事務）（平成27年6月1日）

佐藤 千恵（法人（短大）会計課）（平成27年6月1日）

渡邊 真澄（大学・短大図書館）（平成27年6月1日）

小林 裕人（大学・短大学生課）（平成27年6月1日）





就 職 支 援 セ ン タ ー か ら

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。こ
の
四
月
に
秋
葉
征
夫
先
生
の

後
任
と
し
て
東
北
生
活
文
化
大
学
・
東
北
生
活
文
化
大

学
短
期
大
学
部
の
学
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
山
田
宗

慶
で
す
。伝
統
あ
る
大
学
・
短
大
の
学
長
を
拝
命
し
て
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
に
届
く
の
は
八
月
頃
と
思
い
ま
す

が
、七
月
初
め
ま
で
の
本
学
の
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

先
ず
、四
月
四
日
に
恒
例
の
入
学
式
が
厳
粛
に
行
わ
れ
、

大
学
九
十
一
名
、短
大
一
〇
五
名
、編
入
学
三
名
、合
計
一

九
九
名
の
新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
。新
入
生
は
直
後
に

開
催
さ
れ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
、教
職
員
や

先
輩
学
生
達
か
ら
学
習
方
法
を
は
じ
め
本
学
で
の
様
々

な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。本
学
と
し
て
は
新
入

生
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
送
れ
る
よ
う
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。以
後
、全
学
生
対
象
に
恒

例
の
防
災
避
難
訓
練
、体
育
祭
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
な

ど
が
予
定
通
り
盛
大
に
行
わ
れ
て
お
り
、次
ペ
ー
ジ
以
降

に
も
紹
介
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、平
成
二
十
五
年
度
に

新
設
さ
れ
た
短
大
食
物
栄
養
学
専
攻
が
こ
の
三
月
に
最

初
の
卒
業
生
を
社
会
に
羽
ば
た
か
せ
ま
し
た
。栄
養
士

を
は
じ
め
と
し
て
就
職
率
は一
〇
〇
％
で
し
た
。ま
た
こ
の

三
月
実
施
の
管
理
栄
養
士
の
国
家
試
験
の
結
果
が
最
近

発
表
さ
れ
本
学
は
合
格
率
八
十
九
％
と
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。い
ず
れ
も
学
生
達
と
指
導
教
員
の
努

力
が
実
っ
た
も
の
で
す
が
、保
護
者
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご

支
援
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。さ

ら
に
五
月
末
に
合
衆
国
ト
リ
ニ
テ
ィ
大
学
の
教
員
と
学

生
計
七
名
の
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。平
成
二
十
三
年
の

東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
本
学
の
教
員
と
の
交
流
が
始

ま
り
今
回
の
来
学
と
な
っ
た
も
の
で
す
。わ
が
国
の
自
然

災
害
と
そ
の
歴
史
の
調
査
・
研
究
が
目
的
で
、浅
間
山
と

気
仙
沼
を
視
察
し
、本
学
を
訪
問
し
た
も
の
で
す
。私
か

ら
は
、四
年
前
の
”Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
作
戦 

“へ
の
感
謝

と
と
も
に
、一
八
五
三
年
の
ペ
リ
ー
提
督
の
浦
賀
上
陸
を

き
っ
か
け
に
日
本
人
の
教
育
熱
が
目
覚
め
、一
九
〇
〇
年

の
本
学
園
の
創
立
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
話
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
合
衆
国
の
伝
統
大
学
の
教
育
・
研
究
の
幅

広
さ
と
厚
み
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

本
学
の
目
的
と
使
命
は
”わ
が
国
の
生
活
文
化
の
向
上

を
図
る
た
め
、学
術
の
中
心
と
し
て
、幅
広
い
教
養
を
授

け
る
と
と
も
に
、深
く
生
活
と
文
化
に
関
す
る
専
門
の

学
芸
を
教
授
研
究
し
、知
的
、道
徳
的
及
び
応
用
的
能

力
を
展
開
さ
せ
、社
会
に
貢
献
す
る
人
間
性
豊
か
な
人

材
を
育
成
す
る
こ
と 

“と
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
に
、教
養

教
育
と
専
門
教
育
の
双
方
に
力
を
入
れ
、教
育
の
形
態

と
し
て
は
授
業
、実
験
、実
習
、演
習
を
適
度
に
バ
ラ
ン
ス

さ
せ
る
方
法
で
す
。我
が
国
で
は
や
や
も
す
る
と
実
験
、

実
習
、演
習
が
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
が
ち
で
す
が
、本
学
で

は
以
前
よ
り
複
数
教
員
の
指
導
に
よ
る
実
験
、実
習
、演

習
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。手
塩
に
か
け
る
方
法
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
幅
広
い
教
養
に
裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
専

門
性
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
と
の
考
え
か
ら
で
す
。実

際
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
高
く
評
価
す
る
高
等
教
育
も
そ
の
よ

う
な
も
の
で
す
。こ
の
よ
う
な
高
度
な
高
等
教
育
を
実

践
す
る
た
め
に
教
員
は
自
身
の
専
門
領
域
で
研
鑽
を
積

み
自
ら
の
専
門
性
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

現
在
、大
学
・
短
大
で
の
教
育
に
対
す
る
社
会
の
期
待

は
極
め
て
高
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。教
育
の
中
心
で
あ
る

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、地
域
の
中
心
で
も
あ
る
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。地
域
に
多
数
の
幼
稚
園
教
諭
、保
育

士
、家
庭
科
教
員
、美
術
科
教
員
、管
理
栄
養
士
、栄
養

士
な
ど
を
送
り
出
し
て
い
る
本
学
は
地
域
の
中
心
と
し

て
の
資
格
は
十
分
で
す
。現
在
本
学
で
は
”地
域
の
暮
ら
し

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
力
を
育
む
大
学 

“を
標
榜
し
て
様
々
な

地
域
連
携
を
行
っ
て
お
り
、ワ
ク
ワ
ク
ぷ
ろ
じ
ぇ
く
と
は
そ

の
代
表
の一つ
で
す
。ど
う
か
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
ま
す
と
と
も
に
本
学
へ
の一
層
の
ご
理
解
・
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長   山田 宗慶
東北生活文化大学・東北生活文化大学短期大学部
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成し、平成22年4月1日に制定されました。東北生活文化大学・同短期大学部の英語表記の頭文字「ＴＳＢ」をモ
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第 7 号
平成27年度 前期

む ね  よ し

  新規求人倍率は1.73倍（平成27年5月分）であり、このところの4年間は増加傾向にあります。ただし、企業収益を見るとそれほど伸びはなく、
景気もそれほど上がる状況にはない様子であるとのことです。
  さて、平成27年度卒業予定者の大学4年次生と短大2年次生から就職活動の開始時期が変更（後ろ倒し）になりました。 就職までの主な流
れは、3月から企業の広報活動が開始され、学生は業界・企業研究をして、エントリー（資料請求）し、エントリーシートを提出、8月からの選考試
験、そして10月から内定が出されることになります。
  しかし、現在の状況を見ますとすでに求人・求職活動は始まっています。8月1日からの選考は守れられず、すでに企業によっては早くから面接
等が始まっています。したがって内々定がここから始まっているとも云えます。 学生にとっては、大学の講義と就職活動、7・8月からは公務員試
験と民間企業の試験が同時期に実施されるなど、本当に多忙な状況が続きます。就職活動へのご理解・ご支援をよろしくお願いいたします。
  就職活動は、自己理解から始まります。自らの興味・関心、適性を知り、仕事・業界を選び、企業情報等を収集する。受験先を明確にした後、積
極的に多くの企業等にチャレンジして内定を得ることになります。就職支援センターはそのお手伝いをしています。積極的に本センターを活用
してください。

PHOTO ALBUM
（平成27年度前期）

桜の開花発表直後、晴天の下、大学・短大（編入

学生含む）計199名の新入生をお迎えし、平成27

年度入学式を挙行いたしました。新入生の皆さん、

おめでとうございます。

入学式

大庭清法人事務局長は、東北生活文化大学名誉教授の称号を
授与されました。大庭事務局長は、家政学科長、家政学部長、理
事、評議員などの要職を歴任され、現在も引き続き学園運営にお
いて尽力されております。

大庭清先生、名誉教授称号授与

「泉中央まつり（いず☆ちゅう祭）」の参加型ワークショップブースにおいて、今年も版画ゼミナールが「消しゴムはんこによるトートバッグづくり」を開設しました。

ワクワクぷろじぇくと
「いず☆ちゅう祭」

1年次の「キャリア開発Ⅰ」。この授業は、先輩学生が学習支援員（サポート）として加わっています。教室を回っている先生や先輩学生たちが、後輩たちにわかりやすく丁寧に説明してくれます。

健康栄養学専攻・キャリア開発Ⅰ この奨学金は三島学園独自の奨学制度で、修学意
欲が高く学業成績の優秀な在学生が大学・短大計
4名が選出され、交付式を行いました。

三島学園香風会奨学制度
在学生学業奨励金交付式

在学生たちが新入生に早く大学・短大に馴染んでもらおうと
企画している毎年恒例のイベントです。「クイズ」、「ミニファッ
ションショー」、「クラブ・サークル紹介」などなど盛りだくさん。

ウェルカムパーティー

生活美術学科が、長命館公園(泉区加茂)の「さくら祭り」において、桜の花びらが舞い散る中で、「福興しだるま絵付け」のワークショップを実施しました。

ワクワクぷろじぇくと「福興しだるま絵付け」

本学は学生専用の駐車スペースがあります。この交通
安全講話を受講し、任意保険加入を条件に、駐車許
可登録をすれば、自動車やバイクの通学も可能です。

交通安全講話

快晴の下、恒例の「構内清掃」を学生と教職員

で実施しました。皆さん、暑い中、ご協力ありがと

うございました。

構内清掃


